
6月2日の大雨は飯田市南信濃の観測所では累加雨量で274mmと観測史上最大の降雨となり、各地

で河川の氾濫、土砂災害が発生しています。あらためて自然災害の怖さを感じることとなりました。

さて、今回のカモシカ通信は、新たに始まる『小沢川砂防堰堤管理用道路工事』『此田地すべり対策

工事』と、6月の大雨によって河川氾濫の被害をうけた『小嵐砂防堰堤工事』の状況を紹介します。

遠山川砂防出張所の一節

この度、「令和5年度小沢川砂防堰堤管理用道路工事」を施工します

木下建設（株）の梅本と申します。

本工事では上村程野地区の小沢川において管理用道路を約300m建

設をする工事となります。

工事期間中は工事車両の通行等、地域の皆様にご迷惑をおかけする

こととなりますが安全第一で作業を進めてまいりますのでご理解とご協

力をお願いいたします。

現場代理人 梅本 智佳

（監理技術者兼務）

工期：令和5年5月9日から令和7年2月28日まで
現場挨拶

皆様 初めまして、株式会社トライネットの田中と申します。

この度、南信濃八重河内此田地区において「地すべり対策として 集水井

及び・集排水ボーリング工事」を施工します。

工事期間中は工事車両の往来、通行車両の規制等に伴い 地域の皆様に

は何かと ご不便をお掛けしますが、細心の注意を払って工事を進めて参

りますので、工事への ご協力をよろしくお願い致します。

【工 期】 令和５年６月1日から 令和６年2月2８日まで

〔現場代理人〕 〔監理技術者〕

三井 賢明

工事箇所 主な工事内容

・ 集水井工、

集排水（井内）ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工

現場の近況

5月8日と6月2日～3日、2回の大雨による

災害を受けました。

5月の被災については約半月程を要し復旧作業

を行い、工事が完了しました。

しかし6月2日の大雨は南信濃観測史上最大

の降雨量となり、川の増水により砂防堰堤工

事用の道路の大半が大きな損傷を受けてしま

いました。

今後復旧作業が行われますが、今回の豪雨に

よる災害を目の当たりにして、自然災害の脅威

と砂防工事の必要性を強く感じました。

第3砂防堰堤 Ｒ５.５.末

被災前

被災後

工事用道路被災状況

【工 期】 令和3年4月1日から令和5年8月31日まで

同一箇所での状況

遠山川砂防出張所のある南信濃は、ただいま灼熱の季節を迎えております。砂防出張所に着任してから４ヵ月がたったのですが、実は通信の

タイトルになっているカモシカやニホンジカなどの獣たちにいまだ遭遇したことがありません。なので今回は、出張所管内で出会った素敵な鳥

たちのお話です。

５月下旬のしらびそ高原の山開きで、アマツバメの高速飛行を目撃しました。６月中旬の安全パトロールでは、天龍村の現場で、遠くからア

カショウビンの物悲しい美声が聞こえてきました。７月の半ばには、ついに遠山川の折立橋で憧れのブッポウソウを見ることができました。金

属光沢の羽根色が印象的です。おまけ。現在住んでいる飯田市内の宿舎は国道に近い場所にもかかわらず、カッコウの鳴き声が目覚ましがわり

という鳥好きにはうれしい環境です。ただ、残念なこともあり、宿舎の鳥よけネットにツバメがよく引っかかるのです。虫取り網で捕獲して外

に逃がすのですが、先日、ハクセキレイの若鳥をレスキューしてしまいました。結局、虫取り網は１年中、玄関先に置くことになりそうです。

連日、長野県最高

気温を記録する

「アメダス南信濃」

左下角にあるのは

雨量計。
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